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日本語とアメリカ英語の母語話者による相互の言語の母音

の Ll母音カテゴリーにおける分類

How Native Speakers of Japanese and American English label vowels of 

each other's L 1 in terms of their L 1 vowel categories 

野澤健

要旨 本研究は、外国語の母音が Llのどの母音と最も近いかの判定に、 Llの音韻がどのよ

うに関わっているかを調べるために、日本語話者とアメリカ英語の母語話者に互いの言語

の母音を聞かせて 、聞いた母音に最も近いそれぞれの Llの母音を選択させたものである。

実験に参加した日本語話者は、更に日本語の母音を聞いて、それに最も近い英語の母音を

選択する課題と、英語の母音を聞いて英語の母音として同定する課題にも参加した。 日本

語の母音に最も近い英語の母音を選択する課題では、英語話者は音声的に最も近い英語の

母音を選択したが 、 日本語の短母音と長母音を英語の音韻上の短母音と長母音と結びつけ

る傾向が強かった。 この課題では 日本語での英語から外来語やローマ字表記の影響が強く

見られた。しかし、英語の母音を聞いて最も近い日本語の母音を選択する課題では日本語

話者が抱く英語の母音のイメージとは異なる母音が選択される傾向が見られた。例えば、

日本語話者は「ア」に近い母音として／ぉ／を選択する傾向が強いが、 実際英語の母音を聞く

と「ア」に近い母音 として選ばれたのは／ぉ／ではなく /alであった。このようなイメージと実

際の音 とのずれは、日本語話者の英語の母音の同定にも影響 し、同定実験での/alの正答率

は低く、／ぉ／と誤って知覚されることが多かった。

1 研究目的

一般に，母語の音のカテゴ リーが非母語の音の知覚に影響することはこれまで多くの研

究で報告されている 。例えば，日本語話者が英語の/r/-/1/を弁別できないのは，これらがと

もに日本語のラ行音に分類されているからだといわれている。同じ非母語の音でも母語が

異なると同定，弁別の難易度は異なる。英語の学習経験が少ない日本語話者は，英語のIぉ／

を/al,IA! と弁別するのを苦手とするが，韓国語話者にとってはむしろ1£/との弁別が困難で

ある (Ingram& Park 1997, Frieda & N ozawa 2007)。実際／ぉ／は，韓国語の前舌中母音に知覚

同化 されることが多い。また ，ともに 5母音である日本語とスペイン語の母語話者は英語

の高前舌母音Iii-hiの弁別を苦手とするが，母語に母音の長短の区別が存在する日本語話者

だけが，母音長により Iii-hiを弁別しようとすることも報告されている(Morrison2002)。
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本研究は、日英語の母音を双方の話者の立場から見ることにより、それぞれの母語の影

響を比較、検討し、母語の非母語の音の知覚に及ぼす影響を検証することを第 1の目的と

している 。 2つの異なる言語の母語話者の双方の音の知覚が，それぞれの母語により影響

される例としては，英語話者は韓国語の子音のうち， VOTが最も短い濃音を有声子音に近

い子音として知覚している (Schmidt2007)のに対して，韓国語話者は英語の有声子音を濃音

ではなく 平音に近い子音として知覚しているという報告がある (Wayland2007)。 このこと

から，英語話者と韓国語話者は，子音の有声＿．無声の区別について，単にその境界が異なる

のではなく，別の尺度を用いていることを示唆しているといえる。 これらの報告から、日

本語話者が感じる日英語の母音の知覚上の距離と英語話者が感じる知覚上の距離は同じと

は限らないと考えられる。

Best(l 995)の知覚同化モデル(PerceptualAssimilation Model = PAM)は，非母語の音対立は

母語の音のカテゴリーにどのように分類されるかによって，弁別の難易度を予測できると

している 。 これまでの研究結果から ， 日本語の同じ母音のカテゴ リーに分類される英語の

母音は， 日本語話者にとっては弁別が困難であることがわかっている。表 1に英語の母音

が日本語の母音のカテゴリーにどのように分類されるかを示している 。 この結果は，他の

研究(Strange,et al. 1998, 2000, Ingram & Park 1997)などの結果ともほぼ一致する。 これらの

先行研究(Strange,et al. 1998, 2000, Ingram & Park 1997, Frieda & Nozawa 2007など）の結果

から、 一般に日本語の母語話者は、アメリカ英語の母音を表 1に示すように日本語の母音

のカテゴリーに分類していると考えられる 。

表 1 日本語話者のアメリカ英語の母音の日本語の母音カテゴリーヘの対応

英語の母音 対応する日本語の母音

Iii イ，イー

ハ／ イ，エ

1£/ 工

／ぉ／ ア，エ

/al ア

!Al ア

/u/ ウ

/u/ ウ， ウー

表 1に示されているのは、文字情報を提示せずに音声のみを聞いた結果であるので、英語

の具体的にどの母音が日本語のどの母音と近いかを実験参加者が認識しているかはわから

ない。本研究では、日本語話者に日本語の母音を提示し、その母音に近いと思う英語の母

音を選択させることで、日本語話者が考える日本語の母音に近い英語の母音を調査 した。
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音声情報で日 本語の母音に近いと 判断し た母音 と文字情報で日 本語の母音に近い英語の母

音を比較検討することにより 、 日本語話者の考える英語の母音のイメージと 実際の音 との

差が明らかになる。

2実験 1

2.1音声刺激

4人の日本語の母語話者 (20代前半の女性）が「ア」，「エ」 ，「イ」，「オ」 ，「ウ」の 5母音

(1モーラ）と「アー」， 「エー」，「イー」 「オー」，「ウ 」 (2モーラ）を/hVdo/,/kVdo/の中

で発話 した。4人の日本語話者は、2名が名古屋出身で、他は大阪、神戸出身が 1名ずつで

った。一般に英語の弛緩母音は， 日本語では「ベッ ド」，「カップ」のように促音を伴って

表記されるので，促音の有無が弛緩母音に聞こえるかどうか影響することも考えられたた

め、1モーラの短母音には促音を伴う /hVQdo/, /kVQdo/の枠組みの中で発せられたものも

加えた。また ，／ぉ／は，力行，ガ行音の後では「キャッ ト」，「ギャンブル」のように拗音と

して表記されるので， 「ア」に限り ，/hjV(Q)do/、/kjV(Q)do/の構造の音声刺激（「ヒャ」 ，「ヒ

ャッ」 ，「ヒャー」 ，「キャ」 ，「 キャッ」 ，「キャー」）も加 えた。ハ行音と力行音を選択 したの

は，最も先行子音の影響を受けにくいと思われる環境と逆に先行子音の影響を受けやすい

環境でのデータ収集を意図したからである 。

語末の「オ」を 削除 し， /h(j)V(Q)d/,/k(j)Vi(Q)d/の構造をした音声刺激を作成 した。各音

声刺激は最大振幅を標準化 した。

こうして 144の音声刺激 (4話者 X 2子音 X 5母音 X 2(長 vs.短） +4話者 X 2子

音 XS母音（促音つき） + 4話者 X 2子音 X 3(拗音短（促音なし） ，拗音短（促音つき），拗

音長）ができた。

2.2実験参加者

12名の日本語話者 （非英語専攻の大学生）は日本国内で、12名のアメ リカ英語の母語話

者は、アメリカ国内で実験に参加 した。アメ リカ英語話者は、日本語学習歴も日本への渡

航歴もない。日本語話者のみ英語の音声刺激を使った実験（実験 2,実験 3)にも参加 した。

2.3実験方法

音声刺激は，コンピュータを通 して提示された。被験者は 1回の試行で 1つの音声刺激

を聞き ，音声刺激の音に最も近いと思われる英語の母音を選択肢の 中から選ぶように指示

された。 日本語話者には選択肢は画面上で与えられ，コンピュ ータのマウスを正 しいと思

う選択肢の上に移動 し， クリックして解答した。英語話者には，解答用紙が与えられ，選

んだ選択肢に丸をつけて，さらに選んだ英語の母音と して容認度(categorygoodness)を 5段

階 (1=悪，5=良）でつけるように指示された。 日本語話者に対しては，画面で解答すると ，

次の音声刺激が 1秒後に聞こえるように設定した。英語話者は， 自らが解答用紙に解答を

記し，次の音声刺激を聞く準備ができたら ，画面上の NEXTという箱をクリックするよう

に指示された。
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被験者は，発音記号に不慣れであるため，選択肢はすべて英語の綴 り字で表現された。

被験者が ，画面上も しくは解答用紙で見たのは，had,hard, hawd, hayd, head, heed, herd, 

hid, hod, hoed, hood, horde, hud, who'd (以上ハ行）， cad,card, caughd, cod, code, cooed, 

cord, could, cud, curd, kayd, ked, keed, kid (以上力行）である 。選択肢はアルファベッ ト

順に並べられ，馴染みのない語や無意味語を含むので， 日本語話者には実験前に綴りと発

音の 関係 を説明 した。

音声刺激は、ハ行 と力行に分けてそれぞれ提示順を変えて 、実験参加者に提示された。

2.4実験結果

表 2- 5に各条件下での最も多い解答を示 している 。 日本語話者は，／ぉ／を 「ア」に最も

近い として選ぶ傾向があるが ，英語話者はJalを選択し ている 。「エ」に最も 近い母音と し

て，英語話者は1£/よりもhiを選択する傾向が強い。「イ」に対 しては，どちらの被験者もHI

を選択する ことが多い。「オ」に対しては，Jalが選ばれているが，選ばれた率を比較すると ，

どの条件でも 日本語話者の方が高 く， 英語話者の選択率は 50%を下回って いるので，「オ」

とはかなり 離れて いるものと考えら れる 。「ウ」に対しては，英語話者は/u/を選択してい

るが，短母音の条件下では 日本語話者は/u/でも/u/でもなく IA!を選択しているのは予想外で

あった。

母音の長短の影響を見ると ， 日本語話者は「ア」に対して／ぉ／を選択 していたのに対して，

「アー」に対してはla守/(hard, card)を選択する傾向が強くなって いる。また ，「イー」 ，「 ウ

ー」に対 してもそれぞれ/ii, Julと，長母音が選ばれている 。英語話者は，「イー」 に対し て

/i/' 「オー」に対 して/ou/と母音の長短の影饗が見られるが，その程度は日本語話者に比べ

て小 さい。特に/ou/は，選択率が低 く，母音の長短の影響は小 さいと 考えられる 。

表 2短母音(lモーラ）の選択率（％） （ ）内の数値は容認度(categorygoodness) 

ハ行(/hVd/) カ行(/kVd/)

JPN ENG JPN ENG 

ア ／ぉI86.5 !al 37.5 (3.4) ／ぉ/52.1 !al 37.5 (2.9) 

工 1£/ 44.2 hi 43.8 (2.9) 1£/ 50.0 hi 72.9 (3.2) 

イ hi 86.5 hi 60.l (3.0) hi 85.4 hi 72.9 (2.7) 

才 /al 69.2 /al 37.5 (3.2) /al 75.1 !al 40.4 (3.0) 

ウ /u/ 42.3 /u/ 70.8 (3.0) /u/ 45.8 /u/ 66.8 (3.4) 
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表 3長母音(2モーラ）の選択率(%) ( )内の数値は容認度(categorygoodness) 

ハ行(/hVd/) カ行(/kVd/)

JPN ENG JPN ENG 

アー la守I72.9 /al 29.2 (3.4) la守/81.3 /a/ 43.8 (3.5) 

エー fr/ 4 7.9 1£/ 70.8 (3.5) Iii 37.5 hi 39.6 (3.1) 

イー /i/ 68.8 Iii 60.6 (3.7) Iii 56.3 /i/ 66.7 (3.5) 

オー /u/ 31.3 /ou/ 41.7 (3.2) /ou/ 66. 7 /ou/ 39.8 (2.8) 

ウー Jul 60.4 /u/ 66.7 (3.6) /u/ 47.9 /u/ 54.2 (3.6) 

表 4短母音＋促音の選択率（％） （ ）内の数値は容認度(categorygoodness) 

ハ行(/hVd/) カ行(/kVd/)

JPN ENG JPN ENG 

ア ／ぉI70.8 IA/ 33.3 (2.9) ／ぉI35.9 ／ぉI37.5 (2.9) 

工 1£/ 70.8 IE/ 52.1 (3.3) hi 47.9 hi 5 2. 1 (3. 3) 

イ hi 85.4 Iii 45.8 (2.8) hi 69.2 Iii 50.0 (2.8) 

才 /a/64.6 la/ 39.6 (3.2) !al 72.1 la/ 39.6 (2.4) 

ウ /u/ 45.8 /u/ 36.8 (3.3) /u/ 72.9 /u/ 77.1 (3.3) 

表 5拗音＋「ア」の選択率（％） （ ）内の数値は容認度(categorygoodness) 

ハ行(/hVd/) カ行(/kVd/)

JPN ENG JPN ENG 

イ ヤ /3"/ 27.1 1£/ 31.3 (2.5) ／ぉ/70.8 1£/ 41.7 (3.2) 

イヤー 13"/ 39.9 /u/ 66.7 (3.7) /a;}'/ 35.4 la切 31.3(2.5) 

イャッ I:,,,/ 31.3 ／ぉI34.0 (2.6) ／ぉI56.3 ／ぉI35.4 (3.1) 

促音 を挿入した こと の影響については， 日本語話者は短母音 （弛緩母音）と 結びつける

率が全体的に高くなっていて （表 2と表 4を比較）， 促音 を挿入する ことで日 本語話者には

弛緩母音 らしく聞 こえていると考えられる。 これに対 して，英語話者は，促音がない場合

と同 じ母音に分類して いるものの，解答のばらつきが大 きくなり ，促音が挿入さ れ ると後

続の 閉鎖音まで間隔があるためか、英語 としては不自然に聞こ えるものと思われ る。

拗音を挿入すると ， 日本語話者には力行音の後では「ア 」は／ぉ／に分類 しやす くなるが，

英語話者には英語の母音からは離れた音になるようである （表 5)。つま り， 英語の/kぉ／は「キ

ヤ」 と聞こ えるが ，日本語 の「キャ 」は/kぉ／として容認されな いとい うこと を示 していて、

catや canの発音 として 「キャッ ト」、 「キャン」は好ま しくな い とも いえる 。
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日本語話者の解答は、一般的な英語からの外来語表記に近 く、英語の母音 との音声的に

どれだけ近いかを必ず しも反映し ていない。

3実験 2 アメリカ英語の母音の同定実験

日本語話者のみ，アメ リカ英語の同定実験に参加 した。

3.1 音声刺激

音声刺激は，以前の研究課題 （基盤研究 (C)(2) 課題研究番号 1410635)で使用した音声

刺激を使用 した。4名のア メリカ 英語の母語話者 （女性）の発話によるもので，/hVd/の環境

で発せ られたIii,hi, 1£1, IぉI,lal, 11¥I, lul, lulの 8母音と ，lkVtlの環境で発せ られたIii,

hi, 1£1, IぉI,lal, 11¥Iの 6母音を使用した。

3. 2実験方法

音声刺激はコンピュ ータを通 して提示さ れ， 被験者は 1回の試行に 1つの音声刺激を 聞

いて，画面上の選択肢の中から ，聞いた語と 同じ語（無意味語を含む）を選んで，その選択肢

の上でク リック して解答する 。lhVdlの環境では，選択肢は heed,hid, head, had, hod, hud, 

hood, who'dと， lkVtlの環境では，keet, kit, ket, cat, cot, cutと記されて いた。馴染み

のない語や無意味語を含むため， 例えば hodは hotと hudは hutと同じ母音を含むな ど，

綴り 字と 発音の関係 を説明した。参加者は同じ音声刺激を何回 も聞く こと ができ ，解答 し

てから 1秒後に次の音声刺激が聞 こえるように設定 した。

3.3実験結果

表 6と表 7に実験結果を示 している。

表 6/hVd/におけるアメリカ英語の母音の同定実験の解答（％）：太字は正解の選択率

解答率 （％）

正解 /i/ HI 1£/ ／ぉ／ /al !Al /u/ /u/ 

Ii/ 42.7 53.1 4.2 

゜゜゜゜゜HI 13.5 72.9 12.5 

゜
1.0 

゜
0.0 

゜1£/ 4.2 6.3 72.9 12.5 2.1 

゜
1.0 

゜／ぉ／ 1.0 

゜
21.9 71.'9 1.0 4.2 

゜゜/al 

゜゜
2.1 72.'9 10.4 11.5 1.0 1.0 

IA/ 

゜゜゜
51.0 16.7 28.1 4.2 

゜/u/ 

゜゜
2.1 4.2 9.4 39.6 36.5 8.3 

Jul 

゜゜゜゜
7.3 19.8 42.7 30.2 
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表 7/kVt/におけるアメリカ英語の母音の同定実験の解答（％） ：太字は正解の選択率

解答率（％）

正解 Iii HI 1£/ ／ぉ／ /al !Al 

Iii 59.4 34.4 6.3 

゜゜゜/r/ 7.3 72.9 19.8 

゜゜゜1£/ 8.3 13.5 51.0 25.0 1.0 1.0 

／ぉ／ 1.0 

゜
11.5 84.4 2.1 1.0 

/al 

゜゜゜
10.4 27.1 62.5 

IA! 

゜゜゜
1.0 24.0 75.0 

実験結果を見ると ，どちらの環境でも／ぉ／の正答率は高いが， /alの正答率が低く ，/alは/hVd/

ではほ／に ，/kVt/ではIA/に誤って知覚されていることがわかる 。/alが実際どのように聞こ

えるかということと日本語話者が!alがどのように聞こえると期待しているかとの間に開

きがあり、「ア」に近い!alに「オ」を当てはめた実験 1の結果を裏付けるものでもある 。

実験に用いた母音の数が異なるので， 2つの子音環境の結果を単純に比較することはで

きないが ，後母音(/u/,/u/)と離れた母音の 同定には大きな影響はなかったものと思われる 。

/hVd/では， Iぉ/, /al, IA/の 3つの母音がすべて「ア」に近い母音として知覚され，それが

すべてほ／として処理されたと考えられる 。/kVt/でIA/の正答率が高いのは， Iぉ！が 「キャ」

と聞こえるため，「ア」に聞こえるのはla!と!Alだけでla!は「オ」に聞こえるので除外する

と，「ア」に聞こえる母音はIA/として処理されていると考えられる 。

実験結果はまた， Iii-hi, 1£1-hl, Iぉl-1£1,lul-lulの重なりも示 していて，これらの母音の潜

在的な弁別の難しさを示 しているといえる。

これまでの実験の結果を裏付けるため，アメリカ英語の母音の知覚同化実験（実験 3)を

行った。

4実験 3 アメリカ英語の母音の日本語の母音カテゴリーにおける知覚同化

実験 1と2の結果を裏付けるために， 実験 3を行った。実験 1と2に参加した日本語話

者は全員実験 3に参加 した。

4.1 音声刺激

実験 2に用いた音声刺激に ，/kud/(could), /kud/(cooed)を加えた。従って，音声刺激は，

4話者 X 2子音環境 X 8母音/i,I, £, ぉ， a,A, u, u/= 64になった。

4.2実験方法

被験者は， 2つの子音環境ごとに異なる順に並べられた音声刺激を 1回の試行に 1つず

つ聞き，解答用紙にカタカナで記された選択肢の中から ，聞いた英語の母音に最も近いも

のを選び， 0で囲み，さらにその日本語母音としての容認度を 1~5の 5段階で判定した。
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選択肢は以下の通 りである 。選択さ れる可能性が低い選択肢 もあったが ，個々 の音声刺激

の違いも明確になるようできるだけ選択肢の数を増やした。

/hVd/: ハ ハー ヘヘー，ヒ，ヒー， ホ，ホー， フ，フー，ハオ，ヘア ，ヘイ，ヒ ア，

ヒエ，ホア ，ファ ，ヒャ， ヒュ

/kVd/, /kVt/: カ，カー， ケ，ケー， キ，キー， コ，コー， ク，クー， カオ，ケア ，ケイ，

キア ，キエ，コア ，クア ，キャ ，キュ

音声刺激はコンピュ ータを通して提示され，被験者は解答用紙記入 し， 次の音声刺激を聞

く準備ができたら ，画面上の NEXT とい う箱の上でク リックして ，次の試行へ と進んだ。

次の音声刺激はク リックから 1秒後に聞 こえる ように設定 した。また ，実験参加者は音声

刺激を何度でも聞く ことができるように設定 した。

4.3実験結果

各子音環境で最も多かった解答とその次に多かった解答を表 8に示して いる。 2つの子

音環境を比較 しやすいよ うに実際の解答から語頭の子音は省いて母音のみ記 している。

表 8 アメリカ英語の母音の日本語の母音カテゴリーにおける知覚同化

/hVd/ /kVd/, /kVt/ 

最も多い解答 次に多い解答 最も多い解答 次に多い解答

Iii イー 47.7(3.8) イ 41.7(3.9) イ 75.0(3.8) イー 17.7(3.0)

HI イ 64.6(3.2) イー 3.5(2.7) イ 55.2(3.2) エ 8.8(3.1) 

Ii:/ 工 50.0(3.2) イエ 7.3(2.6) 工 54.2(3.5) イエ 18.8(2.3) 

／ぉ／ アー 26.0(2.8) ア 16.7(3.3) イャ 58.3(3.5) イア 21.9(2.8) 

/al ア 40.7(3.4) アー 35.4(3.2) ア 55.2(4.2) アー 30.2(4.0) 

!Al ア 38.5(2.8) アー 11.5(2.8) ア 36.5(2.8) ウア 20.8(2.9) 

/u/ ウ 75.0(3.1) ウー 16.7(3.2) ウ79.2(3.4) ウー 16.7(2.8) 

/u/ ウ 50.0(3.7) ウー 49.0(3.5) ウー60.4(3.3) ウ 38.5(3.4) 

/i/とhiはともに「イ」 に知覚同化 され， /i/の方が 2モー ラの 「イー」に知覚同化 される

可能性が高 く，/i/の方が容認度が高い上，「イ」と「イー」を足した選択率の合計もIiiの方

が高いので 日本語話者は/i/とhiの長さの違いだけではなく 、質的な違いを知覚して いてhi

は「イ」 の典型から離れた音として知覚さ れている可能性がある 。

1£/は，「エ」と して分類さ れたのは 50%代で，1£/が「エ」に聞こ える可能性はそれほど高

くない ことがわかる 。

／ぉ/, !al, IA/は/hVd/ではすべて「ア」，「アー」に知党同化 されているが ，!alは「ア」と

「ア ー」 を足した割合が最も 高 く，容認度も最も 高い ので，「ア」に最も 近い母音と して知
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覚されているといえる。これに対して，／ぉ／は割合，容認度ともに最も低く，この 3つの母

音の中では最も 「ア」の典型からは遠い母音として知覚されているのがわかる。

/kVt/では，／邸は「イヤ 」，「イア」に知覚同化され， !alとIA/だけが 「ア」，「アー」に知覚

同化されている。この子音環境でのぼ／の同定が容易なのはこのためだと考えられる 。

/u/と/u/はともに「ウ」，「ウー」に知覚同化され， /u/の方が 2モーラの「ウー」に知覚同

化される率が高い。

5考察

5.1日本語とアメリカ英語の母音の音響分析

3つの実験の結果の関連を明らかにするために，実験に用いた日本語とアメリカ英語の

音声刺激の母音を音響分析した。母音の第 1フォルマント (F1)と第 2フォルマント (F2)を

母音の中間点で測定した。日本語の母音の測定結果は図 lと 2に，アメリカ英語の母音の

測定結果は，図 3と4に示 した。日 本語の母音の分析結果は， lモーラ， 2モーラ，後続の

促音の有無に関係なくすべての音声刺激の測定結果を含んでいる。
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図 1日本語の音声刺激の第 1フォルマントと第 2フォルマント（ハ行）
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図 2 日本語の音声刺激の第 1フォルマントと第 2フォルマント（力行）

日本語の母音の分析結果を見ると ，5母音が均等に存在するのではな く， 「イ」と 「エ」

が比較的接近 していて，「エ」と「ア 」はかなり 離れているのがわかる。また，「ウ」は後

舌高髯音と い うよりも ，かなり 中央よりに位置 している 。Vance(1987)にも「ウ 」は、基本

母音の[u]よりも前 よりであると い う記述があるが 、榎本(2006)は若い世代を 中心に 「髯音

の弛緩」が見ら れ、 特に 「ウ」は口の中心辺り で発音される としているが 、本研究の話者

はいずれも 20代前半で このような音変化の影響を受けた ことも考えられる。

標本数が異なるので単純な比較は難しいが ，アメ リカ英語の母音を見る と， 日本語話者

が混同する/i/と/r/の位置はかな り離れて いるが，中央部分から 低母音の領域はかな り母音

が接近して いるのがわかる。
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囮 3 アメリカ英語の母音の第 1フォルマントと第 2フォルマント (/hVd/)
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図 4 アメリカ英語の母音の第 1フォルマントと第 2フォルマント (/kVt/, /kV d/) 

5.2英語話者の日本語の母音の知覚

実験 1のアメリカ英語母語話者の日本語の母音の知覚結果は、図 1~ 4に見られる日

本語とアメリカ英語の母音の分布を比較すると母音空間上で近い母音を選択していたのが

わかる。 「イ」、「イー」は、 /i/またはhiに知覚同化されていたが、実際 「イ」、 「イー」は/i/

とhiにまたがる領域に分布している。また、「エ」、 「エー」はHIとhiにまたがる範囲に分布

しているが、実験 1の結果では多くの場合hiよりも1£/に知覚同化されることが多かった。

「ア」、 「アー」は、位置的に最も近い/alに知覚同化されることが多く、日本語の「ア」が

／ぉ／には聞こえ難いことが推測される。アメリカ英語のすべての母音を実験に取り入れた訳

ではないが、今回の実験の対象にした英語の母音の中には「オ」に位置的に近い母音はな

い。実験 1では、 2モーラの 「オー」を/ou/に知覚同化する傾向が見られたが、 1モーラの

「オ」は実際には距離の離れた/alに知覚同化されており、 /kVd/では 「ア」よりもわずかな

がら/alの選択率と容認度は高い。 「イ」と 「イー」には持続時間の影響と思われる影響も見

られた（表 l、表 2を比較）が、 「ウ」、 「ウー」に関しては、持続時間に関わらず、 /u/に知覚

同化された。母音空間における 「ウ」、 「ウー」の分布をみると、 /u/より前寄りで低い位置

にあり、「イ 」の範囲が/i/とhiの両方にまたがるIii-hiとは事情が異なることがわかる。母音

の持続時間が長くなっても lulと知覚されることは少ないのはこのためであると考えられ

る。

5.3 日本語話者のアメリカ英語の母音の知覚

実験 1 の結果は、日本語話者が持つ英語の母音のイメージに基づいたものであり、例外

はあるものの英語からの外来語のカタカナ表記とほぼ一致する。これに対して実験 3の結

果は、実際に日本語の母音のカテゴリーにおいてアメリカ英語の母音がどのように聞こえ

るかを表しており、実験 1と実験 3の結果のずれは、日本語話者の英語の母音の知覚の間
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題となりうる点を示しているといえる。実験 1では一般に 日本語の長母音を英語の緊張母

音（長母音）に、短母音を弛緩（短母音）に結びつける傾向が見られたが 、実験 3ではIiiとHI、

/u/とlo/の間に重なりが見られ、必ず しも緊張母音が長母音、 弛緩母音が短母音に聞こえる

という訳ではなかった。 全体的な傾向として/i/がHIに、 /u/がlo/に誤って知覚される傾向の

方がその逆よりも強い（実験 2)が、実験 3でも/i/が「イ」 、/u/が「ウ」に知覚同化されるこ

との方がHIが 「イー」に、 lo/が 「ウー」に知覚同化されることよりも多い（実験 3)。この

ことは、 日本語話者が緊張母音と弛緩母音の弁別に母音長を手がかりにしていて、 /i/や/u/

の実際の母音長が日本語話者が期待している程長くないことを示唆している。母音長と同

定と知覚同化の関係を調べるため 、音声刺激となった 4人の話者の/i/の母音長と実験結果

を比較した。 図 5は、 /hVd/での/i/(heed)の 4つの音声刺激それぞれに対する正答率（実験

2)、実験 3での 「イー」の選択率、母音長は実測の母音長を示している。完全な一致は見

られないものの 、一般に持続時間の長い音声刺激は/iiと知覚され 「イー」に知覚同化 され

る傾向が強いことがわかる。完全な一致ではないが、似たような傾向が/u/(who'd)の知覚に

も見られる（固 6)。
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日本語話者が持つ英語の母音のイメージが英語の母音の知覚に影響したと思われる例

は、 /i/や/u/以外にも見られる 。hiは「イ 」 として処理される率が高いほどhiとして正しく

同定される 。「イ」の典型よりもhiは低いため、 「エ」として処理されることもあるが、そ

の率が高いほど1£/に誤って知覚されることが多い。図 7は、 「イ」に処理された率が最も高

い Talker4のhiの正答率が最も 高 く、「エ」や「イー」 として処理される率が高い Talker1 

や Talker3のhiは正しく知覚される率が低いことを示 している 。
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図 7/kVt/での/r/の音声刺激ことの正答率， 「イ」選択率、 /E/選択率（誤答）、「エ」選択

率、 /ii選択率（誤答）、「イー」選択率
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同様に1£/も「エ」 として処理される 率が低くなると同定実験での正答率が下がる 。1£1は

「エ」よりも低いため、「イ」として処理されることはほとんどなく、「ア」として処理さ

れることの方が多い。図 8は、 4人の話者の1£/の音声刺激に対する同定実験での正答率、

日本語の母音カテゴリー「エ」の選択率、同定実験でのほ／の選択率、日本語のカテゴリー

「ア」の選択率を示 している 。Talker1の音声刺激は「ア」として処理される率が高く、正

答率も裔い。
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日本語話者は、「ア」に最 も近い英語の母音は／匈だと思う傾向があるが、 実際に音声的

にも知覚上も「ア」に最 も近いのは/alであった。実際のIぉ／は前母音で「ア」としてはかな

り周辺的である 。そのため、発話によっては「ア」のカテゴリーの外に 出て、「エ」として

処理されるが、そのような／ぉ／は／ぉ／として知覚され難い。図 9に示す Talker3の音声刺激

がそうである 。 ここでも日本語の母音のカテゴリーにどのように分類されるかが英語の母

音の正しい知覚に大きく影曹している 。

「ア」に聞こえる母音は、／ぉ， a,Alの 3つである 。 このうち、「ア」に最も近いと思われ

るのはJalであるが、最も「ア」から離れているというイメージを日本語話者が持っている

のもJalである。これは hat,bat, sadなど／匈を表す文字の典型が aであるのに対し、 hot,cop, 

pot, などJalを表す文字が 0 であるため、 /alに対し「オ」に近いイメージを持っていること

が原因するものと思われる 。

このように、日本語話者の英語の母音の正しい知覚を阻害する大きな要因のひとつとし

て綴り字に由来する母音に対する誤ったイメージがあると考えられる 。

6 まとめ

日本語話者は、母音空間の位置 と母音長によりアメリカ英語の母音を日本語の母音カテ

ゴリーに分類しているが、英語話者は母音長の影響は見られるものの主に日本語の母音を

母音空間の位置に基づいてアメリカ英語の母音カテゴリーに分類していた。 日本語は、母

音長を無視すれば、 5母音で構成されており、母音の数が多い英語の母音を日本語の母音

のカテゴリーに入れると母音長を手がかりとせざるを得ない面はあるが、 /i/とII人 /u/と/u/

など一部の英語の母音の位置関係の違いには敏感に反応せず、母音長を主な手がかりとし

て英語の母音を聞き分けようとしている。

また、日本語話者の英語の母音の知覚、とりわけ同定を困難にしているのは、単に複数

の英語の母音が日本語の同じ母音のカテゴリーに分類され、その母音の典型に同程度に近

いかどうかだけでなく、日本語話者が抱く個々の英語の母音のイメージ、その母音がどの

ような響きを持つと期待するかということも含まれる 。／ぉ／と /alの発音のイメージと 実際の

発音の差異はその典型的な例である 。また、 Iiiは長く、 hiは短いというイメージも 実際の

発話ではIi/は必ずしも日本語話者が期待するほど長くなく、そのことが誤った知覚につな

がっている 。

綴り 字 と発音についての知識、語彙知識など、知覚実験には単に音を聞き分ける以外の

要素が含まれ、結果を見えにくくしているところがある 。そのような要因をできるだけ排

除して本来の実験結果が得られるよう 工夫が必要である 。
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